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平成２４年度 「大学間連携共同教育推進事業」 選定取組

取組名称：ふくしまの未来を拓く「強い人材」づくり共同教育プログラム
取組大学：福島大学、会津大学、福島県立医科大学、いわき明星大学、奥羽大学、郡山女子大学、

東日本国際大学、福島学院大学、日本大学、放送大学、会津大学短期大学部、いわき短期大学、
郡山女子大学、桜の聖母短期大学、福島学院大学短期大学部、福島工業高等専門学校

我が国を取り巻く社会・経済環境は極めて流動的・不安定で、特に若い年齢層は過酷な環境に置かれています。
また、福島県では、少子化・人材流出等による県全体の競争力の低下が深刻です。そこで、県内の高等教育機
関が単独の力だけでは切り抜けることができない課題に対して大学間の連携により取り組み、逆境を乗り越え
専門職業人として長く活躍できる「強い人材（課題探求・解決力を持ち、情報発信力が高く、つなぎ・導くこ
とのできる人材）」を育成し、地域にある高等教育機関としての役割を果たします。

取組の
概 要

地域の産業諸機関との連携で
すすめるモデル的教育プログラム

地域産業における
課題を題材にした教育

逆境を逆手にとった「強い人材」の育成

市民生活における
課題を題材にした教育

大学生が発信する「入学前教育」

中高生に向けた
大学生による情報発信

グローバル教育推進プログラム

海外との交流、
海外への情報発信

「強い人材」とは・・・

これからの地域産業・地方自治体等の専門職業人として長く活躍できる人材

強い人材強い人材
課題探究・解決力を持つ人材 情報発信力の高い人材 つなぎ・導くことができる人材

地域に
必要とされる
優秀な人材を
県内各地へ
そして世界へ

地域に
必要とされる
優秀な人材を
県内各地へ
そして世界へ

「開かれた内部質保証システム」のモデル開発

各プログラムを支える教職協働の高度化 → 大学教育の質を保障するモデルの開発

確かな学力と人材育成のために、常時フィードバックを行い改善
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◆ 県内の優れた人材の県外流出、県全体の競争力の低下
◆ 少子化・財政ひっ迫による諸困難と社会システムの機能不全

東日本大震災・
福島第一原子力発電所事故

によって加速・深刻化

地域人材

育成の危機


